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本研究は，数学的な見方・考え方を育てるための発展的問題事象を開発すると共に，それを教材化する

開発の視点を見いだすことである。

算数科の授業では，問題解決的学習が重視されるのは，ごく当たり前のことである。問題を解決する過

程で新たな知識や技能，数学的な見方や考え方などを同時に身につけさせることができるからである。し

かし，現在の問題解決的学習の現状を見ると課題も多く見られる。なかでも，活用力が身につく問題解決

的学習が展開できているかという課題である。その課題解決のために，１つの問題解決過程に「基本の問

題」と「発展の問題」の２つの追究場面を設定しての問題解決的学習を構築した。そして，特に，発展的

な問題をより多く開発し，そこから数学的な見方・考え方を育てるための発展的な問題事象の教材化の視

点として８つの視点を見いだすことができた。

キーワード：問題解決的学習の充実 「基本の問題」と「発展の問題」 発展的問題の開発の８つの視点

１．算数科における問題解決的学習とは

問題解決的学習とは，「学習者が進んで学習問題

をとらえ，解決思考の学習活動をしながら，これ

を追究し解明していく学習方法である。これは，

学習者が教師から題材を受け取り，単にその中身

を理解する普通の学習方法とは，はっきりと建前

を異にする。つまり問題解決学習は，問題把握と

解決思考による学習方法であり，題材付与と理解

思考の学習方法と対立する。」（新教育学大辞典p38

1）と示されている。

算数科における問題解決的学習指導は，問題を

理解し，解決の計画を立て，それを実行し，そし

てそれを振り返ってみるという４つの活動が組み

合わさって展開される学習指導であり，その問題

を解決する過程で新たな知識や技能，数学的な見

方や考え方などを同時に身につけさせていく学習

指導のことである。この問題解決的学習の指導を

展開することによって，今回の学習指導要領の改

訂で求められている「「主体的な学び」「対話的な

学び」の場をつくり出し，みんなで考えを出し合

い，磨き合うことで，よりよい数理(見方・考え方）

を見つけ出す「深い学び」を実現することができ

ると考える。

２．算数科における問題解決的学習の問題点

現状での問題解決的学習の問題点を挙げておき

たい。

①魅力的な授業，感動する授業が少ない。

「型」にはまるとどうしても心が通じにくくなる。

算数の授業が楽しいと想える授業が提供でき

ているのであろうか。

②授業に「はてな？」と「なるほど！」がない。

最初に教師が提示した問題から，「問い」が生ま

れ，解きたくなる気持ちへ変わる場があるか。

算数の内容や数理的な処理のよさに「なるほ

ど！」といったつぶやきが生まれているか。

③解決の場で一人一人の活動が保障されていない。

３分考えてできる子どもと，１５分考えても分

からない子どもがいる。一律１５分程度とって

一人一人に考えさせることが本当によいことな

のか。

④友達の考えと関わりたくなる場が少ない。

３人位に配り，一人ずつ発表させていく｡友達の

話を一度聞いただけで理解できるであろうか。

質問がなく，盛り上がらない話し合いの場をつ

くっているのは教師ではないか。

⑤分かった・使えるつもりでまとめている。
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まとめを黒板に書き，それをノートに写させる｡

それで本当に分かったこととしてよいか。また，

１つの問題を解決したことで使える（活用）と

してよいか。

「算数の問題を解いていくのが楽しい，考えるの

が楽しい」と想う子どもを育てたい。そして，算

数のよさを味わい，算数が好きだと言う子どもを

育てたい。

そのためには，もっと活用する力を育てるため

の問題解決的学習を展開していく必要がある。

３-1．活用する力を育てる算数科の学習指導

(「活用する力を育てる学習指導の展開については，大野城市立月の浦小学校との共同研究の内容か

ら引用する。引用：平成 30 年 9 月 27 日大野城市教育委員会研究指定・委嘱研究要録「活用する

力を育てる算数科学習指導～ベーシック問題とパワーアップ問題を関連づけた学習指導過程と単元構

成の工夫を通して～）

活用する力とは，問題の状況が変わっても，数

学的な見方・考え方を働かせながら，問題の解決

のために必要となる知識・技能や表現方法等をこ

れまでの学びと組み合わせて使う力である。

そこで，活用する力を育てる学習指導を次のよ

うにとらえる。

子どもに数学的な見方・考え方を働かせな

がら，基礎・基本となる知識・技能や表現方

法等を確実に習得させた後，さらに問題の状

況を単純なものから複雑なものへ，易から難

へといったように変えて，習得した知識・技

能や表現方法等をこれまでの学びと組み合わ

せて使わせることで，数学的な見方・考え方

を強化したり，広げたりしていく学習指導で

ある。

活用する力を育てるために１単位時間の中に２

つの追究場面を設定している。１つは「つくる場

面」，２つは「つかう場面」である。

まず，「つくる場面」において，基礎・基本を確実

に習得させる。ここでは，基礎的・基本的な知識

・技能を習得させるシンプルな問題を設定する。

そして，数学的な見方・考え方を意識させながら，

表現活動や交流活動を行わせ，概念や性質の理解

に裏付けられた確かな知識・技能を習得させてい

く。この場面では，全体でしっかりとした見通し

をもたせ自力で解決させる問題解決的な学習の場

合と，教師が子どもと対話しながら一緒に考えを

つくり出す学習の場合が考えられる。

次に，「つかう場面」において，獲得した知識・

技能を使わせながら数学的な見方・考え方を強化

したり，広げたりしていく。ここでは，単純なも

のから複雑なものへ，易から難へといったように

子どもが多少の困難さを感じるような状況を変え

た問題を設定する。そして，ここでも数学的な見

方・考え方を意識させながら問題を解決させる。

こうした経験をさせることで，知識・技能や表現

方法等を確実に習得させるとともに数学的な見方

・考え方を強化したり，広げたりすることができ

る。

つまり，知識・技能を確実に習得するための「つ

くる場面」と数学的な見方・考え方を強化したり，

広げたりするための「つかう場面」の２つの追究

場面を意図的・連続的に位置付けることによって，

子どもが今後どんな状況の問題に出会ったとして

も数学的な見方・考え方を働かせながら獲得した

知識・技能や表現方法等をこれまでの学びと組み

合わせて使うことができるようになると考える。

しかし，1 単位時間の学習だけでは，活用する力

は育たないと考える。単元を通して，多様な状況

の中で今まで獲得した知識・技能や数学的な見方

・考え方と本時学習した知識・技能や数学的な見

方・考え方を組み合わせて使う経験や獲得した知

識・技能を新たな数学的な見方・考え方を用いて

使う経験を適宜させていくことが必要であると考

える。つまり，単元の中に「つくる場面」と「つ

かう場面」の２つ

の追究場面を位置

付けた１単位時間

の学習を効果的に

配置し，積み上げ

を図ることが必要

であると考える。

３-2．活用する力

を育てる算数科学

習指導が目指す子

どもの姿
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「つかう場面」の問題解決において，子どもが

「つくる場面」で獲得した知識・技能や表現処理

の仕方を今までの学びと組み合わせたり，新たな

数学的な見方・考え方を用いたりして使い，自力

解決，交流・練り上げ活動を活発に行っていくこ

とを“活用する力を育んだ姿”であると考える。

具体的には以下のような子どもである。

○基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得して

いる子ども

○問題の状況が変わっても数学的な見方・考え方

を働かせながら，獲得した知識・技能を使って

解決の過程や考えの根拠を説明する子ども

○算数科学習の楽しさや数学のよさを感得し，次

の学びに生かそうとする子ども

３-3．「基礎の問題」と「発展的な問題」を関連づ

けた学習指導過程

１単位時間における「つくる場面」

に設定する基礎・基本を習得するた

めの問題を「基礎の問題」，「つかう

場面」に設定する数学的な見方・考

え方を強化したり，広げたりするた

めの問題を「発展的な問題」とする。

(1)「基礎の問題」とは，

学習指導要領に示された目標や内

容となるものであり，数学的な見方

・考え方を働かせながら，基礎的・

基本的な知識・技能を獲得する問

題。基礎の問題事象の条件は，以下

の通りである。

○数量や図形にかかわる意味や概

念，原理や法則をとらえさせるもの

○数量や図形や式や記号，用語など

を用いて簡潔に表現する方法をとら

えるもの

○いろいろな用具を用いて量を測定

したり，図形を作図したりする方法

をとらえさせるもの

(2)「発展的な問題」とは，

「基礎の問題」の状況を変えるこ

とで，子どもが獲得した知識・技能

を使うために，これまでの学びと組

み合わせたり，数学的な見方・考え

方に立ち返ったり，新たな数学的な

見方・考え方を用いたりしなければ

ならないといった子どもが多少の困難さを感じる

問題。

発展的な問題事象の条件は，以下の通りである。

○本時獲得した知識・技能を使うことで数学的な

見方・考え方がより明確に意識できるようになる

もの（数学的な見方・考え方の強化）

○新たな数学的な見方・考え方を用いながら，本

時獲得した知識・技能を使うことができるもの（数

学的な見方・考え方の統合・発展）

(3)「基礎の問題」と「発展的な問題」を関連付

けた学習指導過程とは

１単位時間の学習指導過程を「つかむ」「つくる」

「つかう」「まとめる」の段階で構成する。その中

で，「つかむ」「つくる」段階に基礎・基本を習得

するための「基礎の問題」を，「つかう」段階に数

学的な見方・考え方を強化したり，広げたりする

（引用：大野城市市立月の浦小学校研究発表会要録ｐ１０平成３０年９月２７日）
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ための「発展的な問題」を設定する。

「発展的な問題」は，「基礎の問題」で獲得した

知識・技能や数学的な見方・考え方を使う際の子

どものつまずき等をもとに教材化していく。「発展

的な問題」は，ただ単に難問にするのではなく，

獲得した知識・技能を使う際に子どもが多少の困

難さを感じるための視点を取り入れながら，数学

的な見方・考え方が「発展的な問題」でスムーズ

に強化されたり，広げられたりできるようにする。

そのため，「基礎の問題」と「発展的な問題」を設

定する際，「基礎の問題」で獲得した知識・技能を

「発展的な問題」で使えるように知識・技能は同

じものにするのが望ましい。また，板書上にどち

らの問題でも使う知識・技能，数学的な見方・考

え方，解決のポイントを構造的に残すようにする。

子どもが視覚的にも，内容的にも「基礎の問題」

と「発展的な問題」を関連付けて捉えることがで

きるようにする。

また，１単位時間の学習指導過程の基本パター

ンに加え，内容や領域によって問題を数問設定し

たり，つくる場面の見通し段階で交流を行う，自

力解決をせず全体で解決していくなど活動内容を

変更したりする必要がある。「基礎の問題」が「発

展的な問題」へとスムーズにつながるような問題

数や活動構成を工夫し，「基礎の問題」と「発展的

な問題」を関連付けていくようにする。その際，

各段階に以下の「観察」「選択」「説明」「振り返り」

の４つの授業づくりの視点を入れていく。

「観察」…物事を数・量・図形などに着目し

て観察し的確に捉えること

「選択」…与えられた情報を分類整理したり，

必要なものを適切に選択したりすること

「説明」…事象を数学的に解釈したり，自分

の考えを数学的に表現したりすること

「振り返り」…筋道立てて考えたり，振り返

って考えたりすること

４．「発展的な問題」の教材化

基礎の問題については，基本的には，教科書教

材等を使って，教材化することができる。発展的

な問題については，教科書には単元によっていく

つか提示されているが，まだまだ開発が必要であ

る。発展的な問題を開発し，教材化する視点を明

らかにすることは必要不可欠な課題である。そこ

で，大野城市立月の浦小学校との共同研究で明ら

かにした発展的な問題の教材化について述べる。

(1) 発展的な問題を設定する視点

発展的な問題事象は，基礎の問題で見いだした

見方・考え方を活用して考えることのできる問題

でなければならない。上述したように，発展的な

問題事象の条件は，以下の通りである。

○本時獲得した知識・技能を使うことで数学的な

見方・考え方がより明確に意識できるようにな

るもの（数学的な見方・考え方の強化）

○新たな数学的な見方・考え方を用いながら，本

時獲得した知識・技能を使うことができるもの

（数学的な見方・考え方の統合・発展）

○問題が答えを考えるだけでなく，理由や根拠を

問う問題など問題形式も多様である。

数学的な見方・考え方を強化したり，統合発展し

たりしていくために，以下のような８つの視点を

提案したい。

１．条件の変更 ２．数範囲の変更 ３．図

形の変更 ４．情報過多・不足 ５．逆思考

６．誤答 ７．吟味 ８．判断

(引用：大野城市立月の浦小学校研究発表会要録ｐ１１～ p １４）

８つの視点の具体的な内容は次の通りである。

［１．条件の変更］

算数科では，問題解決するときに

「易から難」といった流れで追究す

ることは，よく見られる。

①の事例は，並べ方の問題で，樹

形図などの方略を使って処理する。

基礎の問題は，３要素の並べ方で，

１つを固定すると，残りの２つの要

素の並べ方については子どもにとっ

て簡単に処理［ひっくり返すという

手法）できる。ところが，発展問題

（４要素による並べ方）になると１
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つを固定しても残りが３つあるの

で，ひっくり返すという方法ではで

きない。つまり，さらに１つを固定

するという樹形図の考えが一般化す

るのである。

②の事例は，基礎の問題は，「時

速と時間が分かり，道のりを問う問

題であるが，発展の問題は，道のり

を問う問題であるが，時間は明示さ

れているが速さが分からないので，

速さを求めてそれを使って時間と速

さの関係から道のりを求める事にな

る２段階思考である。

③の事例は，平成 29 年度の全国

学力学習状況調査の算数Ｂ問題に載

せられた問題である。

基本の問題では，割合を線分図で表

記しているが，発展問題はそれをお

金の直径に置き換えた問題である。

［２．数範囲の変更］

計算領域では，基本の問題で計算

の基礎・基本の方略をとらえさせ，

発展の問題で一般化させるのであ

る。事例は小数のひき算の計算方法

をとらえさせ，発展では，小数第二

位が空位になったり，整数－小数の

問題などにチャレンジするのであ

る。

［３．図形の変更］

図形の変更によって，新たな視点

が加わり，問題解決をすることが多

々ある。事例は，求積の問題で基礎

の問題では，1 ／ 4 円の面積を引い

て処理するが，発展問題では，それ

を組み合わせた半円で考えるという

新たな視点が必要となるのである。

［４．情報過多・情報不足］

この視点は，不必要な情報があっ

て，その中から必要な情報を判断し

たり，必要な情報が足りずに，自分

で追加するような問題の提示を工夫

するのである。上段の事例の情報過

多は，条件①～⑤の中から比の考え

を使って問題解決するのに必要な情

報を選び出す発展問題である。

下段の事例の情報不足は，求積をす

るために必要な辺の長さを自分で測

りとり，求積する問題である。
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［５．逆思考］

逆思考の問題は，可逆性を問うこ

とによって思考を深めることができ

る。上段の事例は式読の問題で，基

礎の問題で「お話から式づくり」を，

発展の問題で「式からお話づくり」

をする活動である。

下段の事例は，体積の求積の問題で，

基礎の問題では，縦，横，高さが分

かっての求積の問題で，発展問題は，

体積が分かっていて，縦，横，高さ

の長さを求める問題である。多様な

解が生じる。オープンな問題である。

［６．誤答］

間違いを判断し，もう一度思考の

筋道を明らかにして説明させる問題

である。この視点はいろいろな場面

で活用ができる。何を誤答にするか

でねらいを焦点化することができる

とともに，思考力・判断力・表現力

を強化したり，統合発展したりしや

すい方略（視点）である。

［７．吟味］

事例のように，基本の問題で体積

の求積方法として３種類の方法を導

き出すことができる。そして，発展

の問題では，別の複合立体の求積の

場面を提示し，通常では「基本の問

題を解法①～③を使って求積しまし

ょう」という提示が一般的である。

しかし，それでは，知識・技能を問

う問題になる。

ここでは「あなたはこの体積を求め

るとき，①～③のどの方法を使って

求めますか。そのわけを教えてくだ

さい。」というように手法の選択判

断を問うである。そのような発展問

題にすることで思考力・判断力・表

現力を培うことができる。

事例（４年：複合面積の求積）

（次頁図参照）

基本の問題は，Ｌ字型の求積であ

る。子どもたちは，既習経験を生か

しながら，単位正方形のいくつ分の

見方・考え方を働かせながら，分解

したり，あると見なしたり，移動さ

せたりなどの数学的活動を通して，
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図のような３つの考え（和の考え，

差の考え，移動の考え）を導き出

してくる。その後の発展問題での

活動について，授業の実際を紹介

する。

【発展問題での追究の場面】

Ｔ（発展問題を提示しながら）で

は，この発展問題にチャレンジ

しましょう。

Ｔ グループで議論をしてみてく

ださい。（クループトーク）

Ｔ では，全体で議論をしましょ

う。（全体トーク）

Ｃ ①の問題は，まちがいなく

「差」の考えでやりました。

Ｃ ①の問題は，「和」や「移動」の考えではできないと思います。

Ｃ ②の問題は，「差」の考えでやりました。全体から真ん中の凹みの長方形を引けばいいからです。

Ｔ 今の考えは，図のどこに目をつけたのですか。

Ｃ 真ん中の凹みの部分のところを線でつないで，大きな長方形にして，真ん中の小さい長方形の部分を

引きました。

Ｃ 僕は，「和」の考えでしました。左右の出ている正方形の部分を切って，あとからその２つの正方形

を足せば簡単です。

Ｔ おもしろいですね。一人一人，図形の見方が違うんですね。

Ｃ そうです。「和」の考えでも分解の仕方を変えることもできます。左右の長方形を縦に切って，長方

形３つと考えてもいいと思います。

Ｃ ③は左上の長方形の部分を右下の上に載せると，全体が一つの長方形になります。つまり，「移動」

の考えです。そうすると，簡単に面積を求めることができます。 （略）

以上のように，発展問題として，類似の複合面積を提示して，基本の問題で習得した３つの手法を使っ

て問題を解かせるといった知識・技能を問うような問題提示ではなく，より問題の処理方法に見合った手

法を自己選択させ，その根拠を問うことで，より数学的な見方・考え方を強化することができるのである。

［８．判断］

基本の問題で，とらえた見方・考え

方をより強化，統合・発展させるた

めに，基礎で身につけた見方・考え

方でいいかどうかを判断させるよう

な発展問題を提示する。例えば２年

生の子どもにとって，基本の問題（活

動）を通して，三角形・四角形の意

味を，三角形（四角形）は，３本（４

本）の辺で囲まれた形，そして辺は

３本（４本），頂点は３こ（４こ）

というとらえ方をしている。発展の問題では，資料のような凹四角形を提示し，「この形は三角形でしょ

うか。四角形でしょうか。それとも・・・」と問うのである。子どもたちは，これまでの学習で身につけ

た見方・考え方を総動員させ，自分の考えを明確にする。２年生の子どもの発達段階では，まだまだ直感

思考が強い子どもも多く見られ，①見たままの印象で三角形と考える子，②（四角形と言いたいけど），

普通の四角形ではないと考える子，③よく分からない子，④論理的に頂点（辺）が４個あるから四角形と

考える子の４つに分かれる。
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発展的な問題での子どもの交流の場面の指導の実際を紹介する。

Ｃ 頂点が４つあるし，辺が４本あるから，四角形です。

Ｃ 普通，四角形は全部頂点の所が外にとがっています。この形は真ん中がへこんでいるから四角形

とは言えないと思います。ひょっとしたら，へこんでいるところは，頂点と言わないのかもしれま

せん。そうなると辺は４本かもしれないけど，頂点は３こ？かもしれません。

Ｃ 四角形は頂点をつなぐと三角形が２つできるけど，この形は，それができません。

Ｃ なんとなく，三角形にも似ています。

（略）

Ｔ では，みなさんでこの形に名前をつけるなら，どんな名前をつけますか

Ｃ ブーメランのような四角形です。

Ｔ ブーメランのような三角形ではだめですか。

Ｃ だめです。絶対三角形にはならないからです。問題は，四角形の仲間だと思うけど，普通の四角

形ではないからブーメランのような四角形がいいです。

Ｔ なるほど，みなさんはどうですか。

上記のように，これまでの実践では，④の考えに賛同する子どもは，１０％もいないのが現状であった。

一般的に，教室の一部の子どもの強い発言（もしくは知識として）によって，④の考えにまとめていく授

業をよく見かけるが，上記のように，それぞれの立場で自由に立場討論をさせると，自分の図形の見方・

考え方（構成要素に着目した見方・考え方）を駆使しながら納得・説得の活動が旺盛になされるのである。

最終的には，「ブーメランのような四角形」に合意形成を図ることができたのであるが，子どもたちは，

この過程を通して，図形に対する見方・考え方を強化したり，統合・発展したりするのである。

５．研究のまとめ

研究の成果として次のようなことがあげられる。

・活用する力を育てる問題解決的学習として，「基

礎の問題」と「発展の問題」の２つの追究場面

を設定した学習指導過程を構築することができ

た。

・数学的な見方・考え方を強化したり，統合・発

展したりする発展問題を開発することができた。

・発展問題の教材化の視点として，８つの視点を

開発することができた。

「条件の変更」「数範囲の変更」「図形の変更」「情

報過多・情報不足」「逆思考」「誤答」「吟味」「判

断」」中でも，「吟味」を問う問題，「判断」を問

う問題は，子どもたちに，数学的な見方・考え

方を働かせ，数学的な活動を旺盛に展開するこ

とができ，思考力・判断力・表現力を身につけ

るのに有効であることが分かった。

課題としては，

・発展的な問題の開発の視点として，８つの視点

を見いだすことができたが，更なる視点の開発

が必要である。

・数学的な見方・考え方を意識化し，高めていく

ための単元構成のあり方

※本研究は，私と大野城市立月の浦小学校との共

同研究としての取組の一端を紹介させて頂いた。

共に研究を進めて頂いた大野城市立月の浦小学校

の先生方に改めて感謝の意を表したい。
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